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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
掃除機本体と、
　前記掃除機本体内に設けられた集塵室と、
　前記集塵室を負圧にする電動送風機と、
　前記集塵室に装着され前記負圧によって前記集塵室に吸い込まれた塵埃を捕集する塵埃
付着体と、
　前記集塵室に臨んで設置され前記電動送風機の駆動を停止させたとき前記塵埃付着体を
叩く叩打装置と、を備え、
　前記叩打装置は、
　前記集塵室に連通された負圧室と前記集塵室外の大気に連通された大気圧室とを区画し
前記負圧によって前記負圧室側へ変位する隔壁と、
　前記隔壁を前記大気圧室側へ付勢する付勢手段と、
　前記隔壁と一体的に変位し前記電動送風機を駆動させたとき前記負圧室と前記大気圧室
との圧力差の増加によって前記付勢手段の付勢力に抗して前記大気圧室側から前記負圧室
側へ変位し前記電動送風機の駆動を停止させたとき前記負圧室と前記大気圧室との圧力差
の減少および前記付勢手段の付勢力によって前記負圧室側から前記大気圧室側へ変位し前
記塵埃付着体を叩く叩き手段と、を備えたことを特徴とする電気掃除機。
【請求項２】
掃除機本体と、
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　前記掃除機本体内に設けられた集塵室と、
　前記集塵室を負圧にする電動送風機と、
　前記集塵室に装着され前記負圧によって前記集塵室に吸い込まれた塵埃を捕集する塵埃
付着体と、
　前記集塵室に臨んで設置され前記電動送風機の駆動を停止させたとき前記塵埃付着体を
叩く叩打装置と、を備え、
　前記叩打装置は、
　前記集塵室に連通された負圧室と前記集塵室外の大気に連通された大気圧室とを区画し
前記負圧によって前記負圧室側へ変位するとともに前記負圧室側へ変位したとき前記大気
圧室側へ変位する付勢力が働く隔壁と、
　前記隔壁と一体的に変位し前記電動送風機を駆動させたとき前記負圧室と前記大気圧室
との圧力差の増加によって前記大気圧室側から前記負圧室側へ変位し前記電動送風機の駆
動を停止させたとき前記負圧室と前記大気圧室との圧力差の減少および前記隔壁の付勢力
によって前記負圧室側から前記大気圧室側へ変位し前記塵埃付着体を叩く叩き手段と、を
備えたことを特徴とする電気掃除機。
【請求項３】
前記隔壁が負圧室側へ変位したとき、前記負圧室が所定圧に達するまでその隔壁を変位位
置に保持する保持手段を設けたことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の電気掃
除機。
【請求項４】
前記掃除機本体は、集塵室の上部開口を覆う蓋を有し、
　前記叩打装置は前記蓋に設けられていることを特徴とする請求項１ないし請求項３のい
ずれか１つに記載の電気掃除機。
【請求項５】
前記隔壁が変位した際にその変位方向と異なる方向に前記叩き手段を移動させる方向変換
手段を設けたことを特徴とする請求項１ないし請求項４のいずれか１つに記載の電気掃除
機。
【請求項６】
前記塵埃付着体は集塵フィルタであることを特徴とする請求項１ないし請求項５のいずれ
か１つに記載の電気掃除機。
【請求項７】
前記叩打装置が塵埃付着体を叩いたとき音を発生する音発生手段を設けたことを特徴とす
る請求項１ないし請求項６のいずれか１つに記載の電気掃除機。
【請求項８】
前記隔壁に表示部を設け、掃除機本体に透明部または半透明部の窓を設け、この窓を介し
て前記表示部が外部から見えるようにして前記隔壁の変位が分かることを特徴とする請求
項１ないし請求項７のいずれか１つに記載の電気掃除機。
【請求項９】
前記負圧室の内面を球面状に形成し、前記隔壁が負圧室側へ変位したとき、この隔壁がそ
の内面に沿って当接することを特徴とする請求項１ないし請求項８のいずれか１つに記載
の電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、叩打装置により例えば集塵フィルタを叩くようにした電気掃除機に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、集塵フィルタの下流に二次フィルタであるプリーツフィルタを配置し、この
プリーツフィルタに振動を与える振動手段を設けた電気掃除機が知られている（例えば特



(3) JP 4405379 B2 2010.1.27

10

20

30

40

50

許文献１参照）。
【０００３】
　かかる電気掃除機は、電源コードの巻き取り動作に連動して振動手段がプリーツフィル
タに振動を与えるようになっており、この振動によりプリーツフィルタに付着した塵埃を
ふるい落とすようになっている。
【特許文献１】特開２００４－１８０７６７号公報（段落３４～３８,段落５０～５２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、このような電気掃除機にあっては、電源コードが巻き取られるとき、すなわ
ち、掃除が終わって電源コードを巻き取るときにプリーツフィルタに振動が与えられるも
のであるから、１回の掃除で振動が与えられるのは１回だけである。このため、プリーツ
フィルタに付着した塵埃を十分に落とすことができないという問題があった。
【０００５】
　この発明の目的は、塵埃付着体に付着した塵埃を十分に落とすことのできる電気掃除機
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　請求項１の発明は、掃除機本体と、前記掃除機本体内に設けられた集塵室と、前記集塵
室を負圧にする電動送風機と、前記集塵室に装着され前記負圧によって前記集塵室に吸い
込まれた塵埃を捕集する塵埃付着体と、前記集塵室に臨んで設置され前記電動送風機の駆
動を停止させたとき前記塵埃付着体を叩く叩打装置と、を備え、前記叩打装置は、前記集
塵室に連通された負圧室と前記集塵室外の大気に連通された大気圧室とを区画し前記負圧
によって前記負圧室側へ変位する隔壁と、前記隔壁を前記大気圧室側へ付勢する付勢手段
と、前記隔壁と一体的に変位し前記電動送風機を駆動させたとき前記負圧室と前記大気圧
室との圧力差の増加によって前記付勢手段の付勢力に抗して前記大気圧室側から前記負圧
室側へ変位し前記電動送風機の駆動を停止させたとき前記負圧室と前記大気圧室との圧力
差の減少および前記付勢手段の付勢力によって前記負圧室側から前記大気圧室側へ変位し
前記塵埃付着体を叩く叩き手段と、を備えたことを特徴とする。
　また、請求項２の発明は、掃除機本体と、前記掃除機本体内に設けられた集塵室と、前
記集塵室を負圧にする電動送風機と、前記集塵室に装着され前記負圧によって前記集塵室
に吸い込まれた塵埃を捕集する塵埃付着体と、前記集塵室に臨んで設置され前記電動送風
機の駆動を停止させたとき前記塵埃付着体を叩く叩打装置と、を備え、前記叩打装置は、
前記集塵室に連通された負圧室と前記集塵室外の大気に連通された大気圧室とを区画し前
記負圧によって前記負圧室側へ変位するとともに前記負圧室側へ変位したとき前記大気圧
室側へ変位する付勢力が働く隔壁と、前記隔壁と一体的に変位し前記電動送風機を駆動さ
せたとき前記負圧室と前記大気圧室との圧力差の増加によって前記大気圧室側から前記負
圧室側へ変位し前記電動送風機の駆動を停止させたとき前記負圧室と前記大気圧室との圧
力差の減少および前記隔壁の付勢力によって前記負圧室側から前記大気圧室側へ変位し前
記塵埃付着体を叩く叩き手段と、を備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、電動送風機の駆動が停止されたとき、叩打装置が塵埃付着体を叩く
ので、掃除中に電動送風機が何回もオンオフされることにより、塵埃付着体が叩打装置に
よって何回も叩かれることになり、このため塵埃付着体に付着した塵埃を十分にふるい落
とすことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、この発明に係る電気掃除機の実施形態である実施例を図面に基づいて説明する。
【実施例】
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【０００９】
［第１実施例］
　図１に示す電気掃除機１０は、掃除機本体１１と、この掃除機本体１１内に設けた集塵
室１２と、この集塵室１２を負圧にする電動送風機１３と、掃除機本体１１の前部に設け
たホース接続口１１ａに一端が着脱可能に接続された集塵ホース１５と、この集塵ホース
１５の他端に設けた手元操作管１７に着脱自在に接続された延長管１８と、この延長管１
８の先端部に着脱自在に接続された吸込口体２０とを備えている。集塵室１２には、集塵
フィルタ（塵埃付着体）１９が着脱可能に装着されている。集塵フィルタ１９は例えば紙
パックフィルタまたは布製のパックフィルタである。
【００１０】
　また、手元操作管１７には操作部１７Ａが設けられており、操作部１７Ａには複数の操
作スイッチＳａが設けられている。
【００１１】
　掃除機本体１１には、蓋ケース２１が後部側を回動中心にして開閉可能に装着されてお
り、この蓋ケース２１は図２に示すように集塵室１２の上部開口１２Ａを覆っている。ま
た、蓋ケース２１には集塵室１２を臨んで叩打装置３０が設けられている。
【００１２】
　叩打装置３０は、図３に示すように、蓋ケース２１の凹部２１Ａに取り付けられたドー
ム状の半透明の表示ケース３１と、その凹部２１Ａに設けた開口２１ｂに取り付けられた
下部ケース４０と、表示ケース３１と下部ケース４０との間に配置された隔壁５０と、表
示ケース３１と隔壁５０との間に形成した負圧室５１と、隔壁５０と下部ケース４０との
間に形成された大気圧室５２と、集塵フィルタ１９を叩く叩き部材６０と、下部ケース４
０を下方から覆ったカバーケース７０等とを備えている。
【００１３】
　表示ケース３１は、図３および図４に示すように、その裏面の中央部に形成した筒部３
２と、この筒部３２の外側に形成した第１環状リブ３３と、さらにこの第１環状リブ３３
の外側に形成した第２環状リブ３４等とを有している。そして、第１環状リブ３３と第２
環状リブ３４との間には４つのリブ３５Ａ～３５Ｄが形成され、リブ３５Ａとリブ３５Ｂ
との間の表示ケース３１の部分には円弧状の穴３６が形成されている。また、第１環状リ
ブ３３のリブ３５Ｃとリブ３５Ｄとの間に長孔３３Ａが形成されている。
【００１４】
　下部ケース４０は、図３および図５に示すように、その上面の中央部に上方に突出した
円筒部４１と、この円筒部４１の外側には上方（図３において）へ突出して形成された第
１環状リブ４２と、この第１環状リブ４２の外側に形成された第２環状リブ４３等とを有
している。そして、下部ケース４０の下面の中央部には下方に延びた一対のアーム部４７
,４７が形成され、このアーム部４７,４７の先端部（下部）には外方に突出した突起部４
７ａ,４７ａが形成されている。
【００１５】
　また、下部ケース４０の第１環状リブ４２と第２環状リブ４３との間には４つのリブ４
４Ａ～４４Ｄが形成され、リブ４４Ａとリブ４４Ｂとの間の第１環状リブ４２には複数の
孔４２ａが形成されている。また、リブ４４Ｃとリブ４４Ｄとの間の下部ケース４０には
円弧状の穴４５が形成されている。
【００１６】
　下部ケース４０の第１,第２環状リブ４２,４３は、図３に示すように表示ケース３１の
第１,第２環状リブ３３,３４に対向しており、下部ケース４０のリブ４４Ａ～４４Ｄも表
示ケース３１のリブ３５Ａ～３５Ｄに対向している。そして、下部ケース４０の第２環状
リブ４３と表示ケース３１の第２環状リブ３４はシール部材Ｓ１を介して接合されている
。
【００１７】
　また、下部ケース４０の円筒部４１の周囲が当接部４０Ａとなっており、後述するキャ
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ップ部材５４のフランジ５４Ｂが当接している。そして、キャップ部材５４のフランジ５
４Ｂが下部ケース４０の当接部４０Ａに衝突するときに音を発生するようになっており、
そのフランジ５４Ｂと当接部４０Ａとで音発生手段が構成されている。
【００１８】
　隔壁５０は、平面視がほぼ円形に形成された軟質の樹脂製のダイアフラム部５３と、こ
のダイアフラム部５３の中央部に設けた穴５３Ａに取り付けたキャップ部材５４とを有し
ている。
【００１９】
　ダイアフラム部５３の外周縁には断面Ｈ形状のフランジ５３Ｆが形成され、このフラン
ジ５３Ｆが表示ケース３１の第１環状リブ３３と下部ケース４０の第１環状リブ４２とに
接合されている。
【００２０】
　キャップ部材５４は、円筒状のキャップ５４Ａと、このキャップ５４Ａの下部に形成さ
れたフランジ５４Ｂ等とを有し、フランジ５４Ｂの周縁部がダイアフラム部５３の穴５３
Ａの縁部に一体に接合されている。キャップ５４Ａは下部ケース４０の円筒部４１に嵌合
され、キャップ５４Ａは円筒部４１の軸線方向に沿って移動可能となっている。また、キ
ャップ５４Ａは表示ケース３１の筒部３２内に進入可能となっている。表示ケース３１の
筒部３２および隔壁５０のキャップ５４Ａにはコイルスプリング（付勢手段）ＳＰが装着
されており、隔壁５０が大気圧室５２側へ付勢されている。
【００２１】
　そして、隔壁５０と表示ケース３１と第１環状リブ３３とで負圧室５１を区画形成し、
隔壁５０と下部ケース４０と第１環状リブ４２とで大気圧室５２を区画形成している。負
圧室５１は、表示ケース３１の第１環状リブ３３の長孔３３Ａと、下部ケース４０の穴４
５を介して集塵室１２に連通している。大気圧室５２は、下部ケース４０の第１環状リブ
４２の孔４２ａと、表示ケース３１の穴３６とを介して大気に連通している。
【００２２】
　また、キャップ５４Ａの天板部５４ａの上面は例えば緑色に色づけされており、天板部
５４ａの下面には、下方に延びるとともに下部ケース４０の円筒部４１内を貫通した軸５
６が一体的に取り付けられ、キャップ５４Ａの軸線方向の移動とともに一体的に軸５６が
移動する。この軸５６の下部には、図６に示すキャップ体５７と叩き部材（叩き手段）６
０とが装着され、このキャップ体５７および叩き部材６０は軸５６とともに軸線方向に移
動する。
【００２３】
　キャップ部材５７には相対向した一対の凹部５７Ａ,５７Ａが形成されるとともに、キ
ャップ部材５７の外周面にＣリング５８が装着されている。そして、凹部５７Ａ,５７Ａ
とＣリング５８とで囲まれる空間に下部ケース４０のアーム部４７,４７が挿入されるよ
うになっている。その空間にアーム部４７,４７が挿入されると、アーム部４７,４７の突
起部４７ａ,４７ａがＣリング５８に係合する（図８参照）。そして、アーム部４７,４７
の突起部４７ａ,４７ａとＣリング５８とで負圧室５１が所定圧に達するまで隔壁５０を
変位位置に保持する保持手段（クリック手段）が構成されている。
【００２４】
　叩き部材６０は、図６に示すように、平板状の基板６１に複数の叩きリブ６２を設けた
ものである。
【００２５】
　カバーケース７０は、図７に示すように、蓋ケース２１の裏面に取り付けられていると
ともに基板６１（図６参照）を覆っている。また、カバーケース７０には複数のスリット
状の孔７１が形成され、この孔７１から叩き部材６０の叩きリブ６２が図３に示すように
下方へ突出している。
【００２６】
　　［動　作］
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　次に、上記のように構成される電気掃除機の動作について説明する。
【００２７】
　電動送風機１３が停止しているときには、図３に示す叩打装置３０の負圧室５１が大気
圧となっており、またスプリングＳＰの付勢力により隔壁５０は図３に示す位置に位置し
ている。この状態では、キャップ５４Ａの天板部５４ａが表示ケース３１から離間してい
るので、半透明な表示ケース３１を通してキャップ５４Ａの天板部５４ａは見にくいもの
となっている。
【００２８】
　また、叩き部材６０の叩きリブ６２は、図３および図７に示すようにカバーケース７０
の孔７１から突出している。
【００２９】
　この状態で、手元操作管１７の操作スイッチＳａの操作により電動送風機１３が駆動さ
れると集塵室１２が負圧となる。この負圧が集塵ホース１５,手元操作管１７,延長管１８
を介して吸込口体２０の吸込室（図示せず）に作用し、吸込口体２０の底面の吸込室の吸
込開口（図示せず）から被清掃面上の塵埃及び空気が吸い込まれ、延長管１８,手元操作
管１７,集塵ホース１８を介して掃除機本体１１の集塵室１２へ吸い込まれていく。
【００３０】
　集塵室１２へ吸い込まれた塵埃は集塵室１２内に装着された集塵フィルタ１９に捕集さ
れ、空気は電動送風機１３に吸い込まれた後に掃除機本体１１の図示しない排気孔から排
気されていく。
【００３１】
  一方、電動送風機１３の駆動により集塵室１２が負圧になると、図３に示す叩打装置３
０の負圧室５１が負圧となる。この負圧により、隔壁５０は図８に示すように負圧室側５
１である上方へスプリングＳＰの付勢力に抗して変位する。この隔壁５０の変位により、
隔壁５０のキャップ部材５４が上方へ移動してキャップ５４Ａが表示ケース３１の筒部３
２内に進入し、キャップ５４Ａの天板部５４ａが表示ケース３１に近接する。
【００３２】
　この近接により、半透明な表示ケース３１を通してキャップ５４Ａの天板部５４ａが明
瞭に見えることになり、叩打装置３０が集塵フィルタ１９を叩く準備段階に入ったことを
使用者は認識することができる。
【００３３】
　また、キャップ部材５４の軸５６がキャップ部材５４と一体に上方へ移動し、この軸５
６の移動とともに叩き部材６０およびキャップ体５７が一体に上方へ移動する。このキャ
ップ体５７の上方への移動により、図８に示すように下部ケース４０のアーム部４７,４
７がキャップ体５７の凹部５７Ａ,５７Ａ内に入り込み、そのアーム部４７,４７の突起４
７ａ,４７ａがＣリング５８に係合する。これにより、キャップ部材５４が図８に示す位
置（変位位置）へ保持されることになる。
【００３４】
　他方、キャップ部材５４の軸５６の上方への移動によって、叩き部材６０が上方へ移動
するので、移動叩き部材６０の叩きリブ６２は、図８に示すようにカバーケース７０の孔
７１から引き込み、カバーケース７０内に入り込む。これにより、集塵フィルタ１９は図
８の鎖線で示すようにカバーケース７０の下面に当接した状態となる。
【００３５】
  電動送風機１３の駆動が停止されると、その電動送風機１３の停止動作にともない集塵
室１２の圧力が上昇していき、最終的に大気圧になる。この際、叩打装置３０の負圧室５
１も集塵室１２の圧力とともに上昇していき、叩打装置３０の大気圧室５２と負圧室５１
との圧力差が減少していく。この圧力差の減少により隔壁５０を上に押し上げられる力が
、スプリングＳＰの付勢力よりも小さくなると、隔壁５０は下方へ付勢されていく。
【００３６】
　そして、隔壁５０に加わる下方への付勢力が所定以上になると、すなわち負圧室５１が
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所定圧に達すると、下部ケース４０のアーム部４７,４７の突起４７ａ,４７ａがＣリング
５８から外れ、隔壁５０とともに軸５６および叩き部材６０が一気に下方へ移動していき
、叩き部材６０の叩きリブ６２がカバーケース７０の孔７１から下方へ突出して、カバー
ケース７０の下面に当接した集塵フィルタ１９を叩く。そして、隔壁５０は図３に示す状
態となる。
【００３７】
　これにより、集塵フィルタ１９に付着した塵埃を確実に叩き落とすことができ、集塵フ
ィルタ１９の目詰まりが低減される。また、叩き部材６０の叩きリブ６２が集塵フィルタ
１９を叩くとき、すでに電動送風機１３の駆動が停止されているので、叩き落とされた塵
埃が再度集塵フィルタ１９に付着してしまうことがなく、集塵フィルタ１９に付着した塵
埃を効率よく叩き落とすことができる。
【００３８】
　また、叩き部材６０は集塵フィルタ１９を上から叩くので、集塵フィルタ１９の上部に
付着している塵埃をより多く落とすことができ、しかも落とされた塵埃は集塵フィルタ１
９の上部に再度付着してしまうことがない。そして、電動送風機１３が停止される度に叩
き部材６０が集塵フィルタ１９を上から叩くので、塵埃が水分を含んでいても集塵フィル
タ１９に付着した状態で塵埃が固まってしまうことを防止することができる。このため、
集塵フィルタ１９が満杯になるまで集塵フィルタ１９の通気性を確実に確保することがで
きる。
【００３９】
　そして、図３に示すように隔壁５０のキャップ部材５４のフランジ５４Ｂが下部ケース
４０の当接部４０Ａに衝突して音を発生する。この音の発生により、叩き部材６０の叩き
リブ６２が集塵フィルタ１９を叩いていることを認識することができる。
【００４０】
　電動送風機１３は、掃除中何回もオフされるので、集塵フィルタ１９は叩き部材６０の
叩きリブ６２によって何回も叩かれることになり、集塵フィルタ１９に付着した塵埃を十
分に落とすことができ、集塵フィルタ１９の目詰まりを確実に低減させることができる。
【００４１】
　上記実施例では、集塵フィルタ１９に付着した塵埃を叩き落とす叩打装置３０について
説明したが、これに限らず例えば集塵室１２に設ける光触媒（塵埃付着体）等に付着する
塵埃を叩き落としてもよく、また、集塵フィルタ１９の下流に設ける二次フィルタ（塵埃
付着体）に付着した塵埃を叩き落とすようにしてもよい。
【００４２】
　また、上記実施例の隔壁５０のダイアフラム部５３を弾性部材で形成し、隔壁５０が図
８に示す位置へ変位したとき、その隔壁５０が図３に示す元の位置へ戻るようにダイアフ
ラム部５３に付勢力が働くようにすれば、スプリングＳＰは不要となる。この場合、隔壁
５０が図８に示す位置へ変位したとき、ダイアフラム部５３を球面形状の表示ケース３１
の裏面に当接させて、そのダイアフラム部５３が元の位置へ復帰しなくなるような変形を
防止させるようにしてもよい。
［第２実施例］
　図９は第２実施例の叩打装置１００の構成を概念的に示したものである。図９において
、１０１は蓋ケース２１に設けた隔壁であり、この隔壁１０１は集塵室１２が負圧になる
と鎖線で示すように変位する。この隔壁１０１には下方に延びたロッド１０２が設けられ
ており、隔壁１０１の変位に応じて鎖線で示すように下方へ移動するようになっている。
【００４３】
　１０３は軸１０４を中心にして回動する回動部材（方向変換手段）であり、この回動部
材１０３の先端には集塵フィルタ１９を叩く叩き部１０５が形成されている。また、回動
部材１０３の後部にはロッド１０２の下部が当接し、回動部材１０３は図示しないスプリ
ングにより反時計回りに付勢されている。
【００４４】



(8) JP 4405379 B2 2010.1.27

10

20

30

　そして、電動送風機１３（図１参照）の駆動により集塵室１２が負圧になると、隔壁１
０１が鎖線位置へ変位し、回動部材１０３が鎖線位置へ回動する。回動部材１０３は図示
しないクリック手段により鎖線位置に保持される。そして、電動送風機１３の駆動が停止
されると、集塵室１２の圧力が上昇していくことにより、スプリングの付勢力によって回
動部材１０３が反時計回りに回動し、叩き部１０５が集塵フィルタ１９を叩き、集塵フィ
ルタ１９に付着した塵埃を叩き落とす。
【００４５】
　この第２実施例によれば、回動部材１０３により、隔壁１０１の変位方向と逆方向に叩
き部１０５を移動させているので、簡単な構成で集塵フィルタ１９を叩くことができる。
【００４６】
　第２実施例では、回動部材１０３によって隔壁１０１の変位方向と逆方向に叩き部１０
５を移動させているが、ギアなどを使用して隔壁１０１の変位方向と逆方向に叩き部を移
動させるようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】この発明に係る電気掃除機の外観を示した斜視図である。
【図２】掃除機本体の一部を断面にした部分断面図である。
【図３】叩打装置の構成を示した断面図である。
【図４】表示ケースの裏面を示した平面図である。
【図５】下部ケースを示した平面図である。
【図６】叩き部材を示した斜視図である。
【図７】カバーケースを示した斜視図である。
【図８】隔壁が変位した状態を示した叩打装置の断面図である。
【図９】第２実施例の叩打装置の構成を概念的に示した説明図である。
【符号の説明】
【００４８】
　１２      集塵室
　１３      電動送風機
　１９      集塵フィルタ
  ３０      叩打装置



(9) JP 4405379 B2 2010.1.27

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】



(10) JP 4405379 B2 2010.1.27

【図６】 【図７】

【図８】 【図９】



(11) JP 4405379 B2 2010.1.27

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100077757
            弁理士　猿渡　章雄
(74)代理人  100130731
            弁理士　河村　修
(74)代理人  100136504
            弁理士　山田　毅彦
(72)発明者  小嶋　健司
            神奈川県秦野市堀山下４３番地　東芝テック株式会社秦野工場内
(72)発明者  竹本　律雄
            神奈川県秦野市堀山下４３番地　東芝テック株式会社秦野工場内
(72)発明者  土屋　善弘
            神奈川県秦野市堀山下４３番地　東芝テック株式会社秦野工場内
(72)発明者  坂口　隆次
            神奈川県秦野市堀山下４３番地　東芝テック株式会社秦野工場内

    審査官  五十嵐　康弘

(56)参考文献  特開２００４－１２９９８９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－２４８８９８（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開昭４７－０２３９６８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭６０－０７２９８８（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実公昭５２－０５５８８１（ＪＰ，Ｙ１）　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ４７Ｌ　　　９／２０　　　　
              Ａ４７Ｌ　　　９／２８　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

